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生・栄養指導の歴史―大正期の栄養学と佐伯博士の活躍」（『食生活』、第 97 巻 12 号、2003 年、
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して、食の多様化がみられていたとされるからである 5）。後に佐伯は 1902（明治 35）年に上京
し、内務省伝染病研究所に入り、北里のもとで細菌毒素と酵素の関係について研究する。その














飲用水ノ消毒ニ就テ」（『細菌学雑誌』、第 105 号、1904 年、1～ 23 ページ）や、照内豊（1873
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食品成分総攬、玄米、精米、各種穀類の消化吸収試験」（第 3巻 1号、1931 年）、「各種調理の食
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して 1924（大正 13）年頃にこれを「毎回食完全則」（Each Meal Perfect）と名付けて、その啓
蒙・普及に努めた。
また佐伯は生体内の栄養効率が、摂取する食品成分の配合によって、大きく違うことを立証
した。その知見に基づいて 1923（大正 12）年に 1日食事量の配分率を発表し、これを日常の献
立作成に用いやすくした「単位式献立法」（生体内の栄養効率において、食品成分はその配合に
よって大差を示すことから、1日食事量の配分率を決め、それをもとに献立を考える方法）を開
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観覧に供する筈（『東京朝日新聞』、大正 11 年 5 月 29 日付）。































その後、学校給食は 1927（昭和 2）年頃には約 100 校で実施された。1932（昭和 7）年頃には
経済不況の影響で「欠食児童」が多くなり、それが社会問題化したために、給食の必要性が高
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1923（大正 12）年に創刊された『栄養と栄養研究』誌（1924 年 12 月から『栄養』と改題）が
教科書代わりに使われた。1925（大正 14）年 4月から授業を開始し、「養の学理と調理の技術」
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小食になったうえに、下痢も減り、仕事の持久力が上がり、さらには玄米食にするための燃料





糧友会は 1929（昭和 4）年に大規模な「食糧展覧会」を上野博物館別館で開催した 53）。この
展覧会は当時の食糧状況や研究水準を示すものであった。出品物は栄養・農産・畜産・炊事設
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告』、第 3巻 1号、1931 年）。
また 1928（昭和 3）年に アメリカ・カーネギー研究所長（遺伝学部門）のダヴィンポート
（Charles Benedict Davenport, 1866-1944）から、国立栄養研究所を所管している若槻内相宛て
に「日本における栄養研究の貴重な業績は、日本が私すべきでなく、速やかに外国語に翻訳し
て、その効果を世界で利用されるべきである」という書簡が送られている。国際連盟保健部か
らも佐伯に著述の依頼があり、佐伯は Progress of Science of Nutrition in Japan（日本における
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8　栄養に関する制度の展開
1927（昭和 2）年頃に栄養学校の 1～ 2期生が同窓会組織として「修食会」を結成した。これ
は 1930（昭和 5）年頃に名称を変更して「栄養士会」となった。栄養士会は 1932（昭和 7）年
から「栄養集落」を開催している。栄養集落は、もともと佐伯が 1926（昭和元）年から行なっ
ていた虚弱児童などを対象にした林間学校を継承したものであり、夏に実施される林間もしく
は臨海学校であった。第 1回は栄養学校の近隣で、第 2回は鎌倉由比ヶ浜海岸で、第 3回は箱
根で実施された。これは物資不足で中止に追い込まれた 1939（昭和 14）年まで続いた。
栄養士会は、戦時中の 1944（昭和 19）年に「大日本栄養士協会」となり、急迫した食糧問題
に対処する目的で結成されている。翌 1945（昭和 20）年に「栄養士規則」（厚生省令第 14 号）
が出され、栄養士が国によって公認される。さらに「私立栄養士養成所指定規則」（厚生省令第
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The Formation of Nutrition Science and Tadasu Saeki
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
The founder of nutrition science in Japan was Tadasu Saeki. Despite his many achievements, however, 
there are few studies about him, mainly for two reasons. Firstly, awareness of nutrition increases in times 
of emergency (earthquakes, wars, etc.) but decreases in peacetime. Secondly, Saeki did not write any 
systematic books.
This article clarifies the formation process of nutrition science by tracing Saeki’s achievements. 
Concretely, it considers the development and evolution of the Nutrition Research Institute, the 
establishment of the Nutrition Society, and the deployment of dieticians. In an era of crisis affected by 
earthquake and war, he re-examined the relations between food and human beings. He concluded that, 
rather than simply having a large quantity of food, it was more important that people took in nutrition 
efficiently. 
Saeki worked to establish nutrition as a science by clarifying efficient nutrition through experiments 
and field investigations. It may be hard to say that his efforts led to the systematization of nutrition 
science. However, he made major contributions to popularizing the concept of nutrition inside and outside 
the country, and in establishing the Nutrition Research Institute, the Nutrition Society, and the Nutrition 
School.
Keywords:  Nutrition Science, Tadadu Saeki, Nutrition Research Institute, Nutrition Society, 
Nutrition School

